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◆営業時間 j〃 θη卜〃 θ「″

◆営業日 福島院 火 ～土曜 日 _

福島駅から徒歩 8分、旧高湯街道沿い

福島民報社から西へ 300m

米沢院 日・月1金曜日
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100■1¥8200(毅込)

院長  松井 目彦

農猥生ま力 明治大学工学部卒
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鶴 空影 管理栄養士

′″J女の父ど母です
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